
　

日
本
共
産
党
福
岡
県
委
員
会
と
田
村
貴
昭
衆
院
九
州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
予
定
候
補
は
１
２
月
１
２
日
、
東
芝
が
打

ち
出
し
た
北
九
州
工
場
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
の
閉
鎖
、

豊
前
東
芝
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
福
岡
県
豊
前
市
）
の
事
業

縮
小
計
画
の
撤
回
を
東
芝
に
求
め
る
よ
う
、
福
岡
労
働
局
と

九
州
経
済
産
業
局
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

篠
田
清
党
県
副
委
員
長
、
北
九
州
市
議
団
の
石
田
康
高
団

長
、
宮
田
精
一
元
豊
前
市
議
ら
十
三
氏
が
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

田
村
氏
ら
は
「
東
芝
の
一
方
的
な
撤
退
表
明
は
あ
ま
り
に

も
横
暴
で
無
責
任
だ
」
と
批
判
。
労
働
者
と
関
連
企
業
、
地
域
経
済
、

雇
用
維
持
へ
の
社
会
的
責
任
を
東
芝
に
果
た
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。

　

福
岡
労
働
局
で
党
側
が
「
東
芝
は
す
で
に
労
働
者
１
３
０
０
人
を

５
３
０
人
に
減
ら
し
て
い
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
人
は
広
域
配
転
が
困

難
な
人
た
ち
だ
」と
指
摘
。
労
働
局
側
は「
申
し
入
れ
趣
旨
は
同
じ
思
い
。

市
・
県
と
情
報
交
換
す
る
な
ど
連
携
し
て
取
り
組
む
」
と
の
べ
ま
し
た
。

　

九
州
経
済
産
業
局
は
「
申
し
入
れ
内
容
は
真
撃
に
受
け
止
め
、
局
長

に
報
告
す
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

真
島
省
三
、
高
瀬
菜
穂
子
両
元
福
岡
県
議
は
同
日
、
県
に
も
同
様
の

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗　

１
２
月
１
３
日
付
） 日本共産党
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みなさんの要求実現へ全力
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１
１
月
３
０
日
、（
株
）
東
芝
が
発
表
し
た
、
北
九

州
工
場
な
ど
国
内
３
工
場
の
来
年
度
上
期
中
の
閉
鎖

や
豊
前
東
芝
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
株
）
の
事
業
縮

小
な
ど
の
半
導
体
事
業
の
再
編
計
画
に
、
従
業
員
と

そ
の
家
族
は
も
と
よ
り
、
地
元
自
治
体
と
住
民
は
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
工
場
は
９
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
同
社

最
古
の
工
場
で
あ
り
、
現
在
北
九
州
工
場
と
豊
前
東

芝
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
半
導
体
事
業
の
拠
点
と
し
て
、

従
業
員
約
１
４
０
０
名
（
北
九
州
工
場
は
約
５
３
０

人
）
と
地
元
に
多
く
の
関
連
企
業(

北
九
州
市
内
に

約
８
０
社)

が
あ
る
県
内
の
中
核
的
な
企
業
で
す
。

　

今
回
の
計
画
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
１
千
人
以
上
の

従
業
員
が
配
置
転
換
を
迫
ら
れ
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
た
り
、
や
む
な
く
退
職
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
連
企
業
の
経
営

へ
の
影
響
も
大
き
く
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
深
刻

で
す
。

　

大
企
業
の
身
勝
手
な
撤
退
は
、
雇
用
や
地
域
経
済

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
に
、
経
営
側
と
労
働

組
合
が
話
し
合
っ
て
決
め
る
だ
け
で
な
く
、
国
や
地

方
自
治
体
と
も
話
し
合
い
、
意
見
を
聞
く
べ
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
東
芝
は
、
国
と
福
岡
県
、
北
九
州
市
な

ど
の
自
治
体
か
ら
補
助
金
な
ど
様
々
な
支
援
を
受
け

て
お
り
、
今
回
の
一
方
的
な
撤
退
表
明
は
あ
ま
り
に

も
横
暴
で
無
責
任
で
す
。

　

北
橋
健
治
・
北
九
州
市
長
は
、「
従
業
員
や
家
族
を

思
う
と
憤
り
さ
え
感
じ
る
」、「
到
底
承
服
で
き
な
い
」

と
批
判
し
、「
何
と
し
て
も
撤
回
を
求
め
る
」
と
会
見

で
述
べ
、東
芝
側
に
撤
回
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
川
洋
・
福
岡
県
知
事
も
、「
従
業
員
、
家
族
の
生
活

や
関
連
企
業
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
全
く
遺
憾
。
北
九

州
市
な
ど
と
連
携
し
、
再
考
を
求
め
て
い
く
」
と
の

談
話
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
議
会
で
は
、

１
２
月
７
日
、
東
芝
に
計
画
撤
回
を
求
め
る
決
議
を

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

今
、日
本
は
、大
震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
危
機
を
、

日
本
国
民
が
手
を
携
え
て
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
と

き
で
す
。
九
州
の
経
済
界
や
自
治
体
も
、「
元
気
を
西

か
ら
」
を
合
言
葉
に
、九
州
か
ら
日
本
経
済
を
牽
引
し
、

被
災
地
の
復
興
を
支
え
る
決
意
を
繰
り
返
し
表
明
し

て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
東
芝
な
ど
の
大

企
業
は
、
雇
用
を
守
り
、
社
会
に
恩
返
し
を
す
べ
き

で
す
。
東
芝
は
、
内
部
留
保
を
１
兆
６
１
０
０
億
円

も
貯
め
込
ん
で
お
り
、
十
分
そ
の
体
力
が
あ
り
ま
す
。

　

東
芝
は
、
歴
史
的
な
円
高
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
輸
出
大
企
業
は
、「
１
円
の
円

高
で
数
百
億
円
の
損
失
」
と
、
労
働
者
と
中
小
企
業

に
犠
牲
を
押
し
付
け
、
い
っ
そ
う
の
コ
ス
ト
削
減
で

円
高
の
も
と
で
も
輸
出
を
増
や
し
、
そ
れ
が
ま
た
円

高
を
呼
ぶ
悪
循
環
を
つ
く
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。
い

ま
こ
そ
、
政
府
は
、
大
企
業
に
対
し
て
雇
用
と
地
域

経
済
へ
の
社
会
的
な
責
任
を
は
た
す
よ
う
求
め
、
日

本
経
済
を“

外
需
頼
み”

か
ら
家
計
・
内
需
主
導

に
改
革
す
る
こ
と
に
正
面
か
ら
と
り
く
む
べ
き
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
福
岡
労
働
局
と
し
て
、
東
芝
に
対
し

て
、
工
場
閉
鎖

等
の
計
画
を
撤

回
し
、
雇
用
の

維
持
と
関
連
企

業
に
対
す
る
社

会
的
責
任
を
果

た
す
よ
う
強
く

求
め
る
こ
と
を

要
請
す
る
も
の

で
す
。

以
上

（
株
）
東
芝
北
九
州
工
場
の
閉
鎖
問
題
等
に
関
す
る
申
し
入
れ

東芝・北九州工場閉鎖は撤回を
福岡労働局・九州経済産業局へ日本共産党が申し入れ


